
フレキシパワーが魅せる、新しい価値

同じに見えても“選ばれる違い”

フレキシブル＋パワー
＝フレキシパワー

殺菌剤

＝BASF社の登録商標R



殺菌剤分類 3殺菌剤

ベランティー 
R

フロアブル 
農林水産省登録：第24778号

■ 適用病害と使用方法

り ん ご

モニリア病
黒星病
赤星病
斑点落葉病
褐斑病
黒点病
灰色かび病
うどんこ病

うどんこ病
赤星病
黒星病
黒斑病

な し

作物名 適用病害名 希釈倍数 使用液量 使用時期 本剤の
使用回数  

メフェントリフルコナゾールを
含む農薬の総使用回数 使用方法

8000倍 

8000倍 

4000倍 

200倍 

200～700ℓ
/10a

200～700ℓ
/10a

100～300ℓ
/10a

10ℓ/10a

収穫
14 日前
まで 3回以内

2回以内 2回以内

散布

散布

無人航空機
による散布

3回以内 

3回以内 3回以内 

灰星病
黒星病
うどんこ病

灰星病
黒斑病

うどんこ病
つる枯病

うどんこ病
すすかび病

黒星病
すす斑病
灰色かび病

灰色かび病
黒とう病
うどんこ病  

も も

ネクタリン

お う と う 

う め

ぶ ど う 

す い か

な す

収穫
前日まで

被害防止方法 
農薬使用者 

＝BASF社の登録商標R Powered by Revysol    ActiveR 安 全 性：普通物（毒劇物に該当しないものを指していう通称）
有効成分：レビゾール   （メフェントリフルコナゾール）… 34.9％R

レビゾール®はフレキシパワーにより、DMI 低感受性菌の疑われるほ場においても安定した効果を示します。
ベランティ―® フロアブルの特長

品　　種：ふじ 4年生
発生状況：多発生
試験規模：1区3樹　反復なし
散布水量：300ℓ/10a
処理月日：5月2日 (開花直前）
　　　　　12日（落花直後 )
　　　　　22日（落花10日後）
　　　　　6月2日（落花20日後）
調査月日：6月18日
無処理の発病度：33.5（新梢）

試験機関：青森県植物防疫協会（2018）

べランティーフロアブル
 8000倍

A剤
800倍

B剤
3000倍
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※DMI 低感受性菌が分布するほ場での試験 

98.8 99.2

52.5 62.7
※地域により低感受性菌
　の発生状況は異なる

DMI低感受性菌に
対する

安定した効果

環境などへの
高い安全性フレキシパワー

■ りんご 黒星病に対する効果（防除価）※

ベランティー®フロアブルの試験事例

85.4
68.2

新梢葉 果実 新梢葉 果実 新梢葉 果実

●ラベルをよく読んでください。 ●ラベルの記載以外には使用しないでください。 ●小児の手の届く所には置かないでください。 ●使用量に合わせ薬液を調製し、使いきって
ください。●使用後の空容器はほ場などに放置せず、環境に影響のないよう適切に処理してください。 ●防除日誌を記帳しましょう。

 ※この資料は2026年1月現在の知見に基づき作成したものです。

安全使用上の注意

農薬使用者への被害防止方法

● アレルギー性反応を起こすおそれがあリます。

りんご、なし：不浸透性手袋。
りんご（手散布）、なし（手散布）、ぶどう（手散布）：不浸透性手袋、
長ズボン・長袖の作業衣。
りんご（乗用型機械散布）、なし（乗用型機械散布）、もも、ネクタリン
（手散布）、おうとう、うめ（散布）、
ぶどう（乗用型機械散布）：長ズボン・長袖の作業衣。

（調製時）
（散布時）

保　　管

効果・薬害等の注意
● 使用前に容器をよく振ってください。
● 使用量に合わせ薬液を調製し、使いきってください。
● 散布量は対象作物の生育段階、栽培形態および散布方法に合わせて調節して
 　ください。 
● 過度の連用をさけ、作用性の異なる薬剤と輪番で使用してください。 （耐性菌
　 出現回避）。
● 本剤を無人航空機で散布する場合は、次の事項に注意してください。
　①散布機種の散布基準に従って実施してください。
　②散布機種に適合した散布装置を使用してください。
　③散布中、薬液が漏れないように機体の散布配管その他散布装置の十分な点
　　検を行ってください。
　④散布薬液の飛散による他の分野への影響に注意して、散布地域の選定に注
　　意し、散布区域内の諸物件に十分留意してください。
　⑤散布終了後は以下の注意事項を守ってください。
　　・使用後の空容器は放置せず、安全な場所に廃棄してください。
　　・使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使いきってください。
　　・散布終了後、機体の装置は十分洗浄してください。また、薬液タンクの洗
　　　浄廃液は河川等に流さないでください。

● 使用量、使用時期、使用方法を守ってください。特に初めて使用する場合は、（普
　 及指導センター、）病害虫防除所等関係機関の指導を受けてください。

：密栓し、直射日光をさけ、食品と区別して、冷涼な場所で保管してく  
　ださい。
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詳細やSDSは
WEBでご覧
いただけます
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